
漢
文 

語
順
の
ル
ー
ル 

      

【
復
習
】 

○
二
字
熟
語
の
構
成 

①
似
た
意
味
の
漢
字
を
重
ね
る 

 
 
 
 

E
x
)

身
体
・
離
散…

他
に
は
？
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

②
反
対
・
対
立
な
意
味
の
漢
字
を
重
ね
る 

E
x
)

起
伏
・
着
脱…

他
に
は
？
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

③
主
語
・
述
語
の
関
係
に
な
る 

 
 
 
 

E
x
)

国
営
・
日
没…

他
に
は
？
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

☆
「
国
立
」
は
「
国
が
営
む
」、「
日
没
」
は
「
日
が
没
す
」
と
書
き
下
す
。 

④
下
の
字
が
上
の
字
の
補
語
・
目
的
語 

 
E

x
)

登
山
・
読
書…

他
に
は
？
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

☆
（ 

 

）
字
目
か
ら
読
む
。
つ
ま
り
熟
語
に
（ 

 
 

）
と
い
う
返
り
点
を
付
け
ら
れ
る
。 

 

⑤
上
の
字
が
下
の
字
を
修
飾
す
る 

 
 
 

E
x
)

高
所
・
深
林…

他
に
は
？
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

☆
上
の
字
が
下
の
字
を
詳
し
く
し
て
い
る
。 

⑥
否
定
語
と
被
否
定
語
の
漢
字
を
重
ね
る 

E
x
)

非
常
・
不
能…

他
に
は
？
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

☆
「
非
常
」
は
「
常
に
非あ

ら

ず
」、「
不
能
」
は
「
能あ

た

はわ

ず
」
と
書
き
下
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

漢
文
で
ま
ず
理
解
し
た
い
の
は
？ 

③
主
語
・
述
語
の
関
係
に
な
る 

 
 
 

（
国
立
タ
イ
プ
） 

④
下
の
字
が
下
の
字
の
補
語
・
目
的
語 

（
読
書
タ
イ
プ
） 

⑤
上
の
字
が
下
の
字
を
修
飾
す
る 

 
 

（
高
所
タ
イ
プ
） 

  
 
 
 
 
 
 
 

具
体
的
に
は
？ 

  
 

（
白
文
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
現
代
語
訳
） 

 
 
 
 

（
書
き
下
し
文
） 

 

③
山
高
、
水
清
。 

 

 

④
我
登
山
。 

 

⑤
我
得
赤
花
。 

Ｓ 

Ｖ 
 

Ｓ 

Ｖ 

こ

こ

が

ポ

イ

ン

ト 

こ

こ 

【参考】 

S・V・C・O 

主語・述語・補語・目的語 

 

Ｓ 

Ｖ 

Ｃ 

Ｓ 

Ｖ 
 

Ｏ 

山
は
高
く
、 

水
は
清
ら
か
だ
。 

山
高
く
、
水
清
し
。 

私
は
山
に
登
る
。 

我
山
に
登
る
。 

私
は
赤
い
花
を 

手
に
入
れ
る
。 

我
赤
き
花
を
得(

る)

。 

〈
は
じ
め
に
〉
Ｑ
１
、【
白
文
で
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
と
Ｂ
の
意
味
の
ち
が
い
わ
か
り
ま
す
か
？
】 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
、
我
見
人 

 
 
 

Ｂ
、
人
見
我 

Ｑ
２
、【
次
の
一
文
を
現
代
語
訳
で
き
ま
す
か
？
】 

大
王
欲
得
璧
、
使
人
発
書
至
趙
王
。（
璧…

宝
玉
）『
史
記
』「
完
璧
帰
趙
」 



こ
こ
ま
で
を
踏
ま
え
て…

〈
は
じ
め
に
〉
の
答
え
合
わ
せ
を
確
認
し
て
み
よ
う
！ 

  
 

【Ｑ
１
、】 

Ａ
、
我
見
人 

→
 

我
見ル
レ

人ヲ 

我
人
を
視
る
（
私
が
人
を
見
る
） 

Ｂ
、
人
見
我 

→
 

人
見ル
レ

我ヲ 

人
我
を
視
る
（
人
が
私
を
見
る
） 

Ａ
は
「
我
見
」
が
③
主
述
の
関
係
に
な
り
ま
す
。
ま
た
「
見
人
」
が
、
④
下
の
字
が
上
の
字
の
目
的
語
に
な
り
ま
す
。 

Ｂ
は
「
人
見
」
が
③
主
述
の
関
係
に
な
り
ま
す
。
ま
た
「
見
我
」
が
、
④
下
の
字
が
上
の
字
の
目
的
語
に
な
り
ま
す
。 

 

ど
う
で
し
ょ
う
？
語
順
に
よ
っ
て
意
味
が
変
わ
る
の
で
す
！ 

 
 【

Ｑ
２
、】 

 
 
 
 
 
 

大
王
欲
得
璧
、
使
人
発
書
至
趙
王
。 

     

ま
ず
は
「
大
王
欲
得
璧
」
の
Ｓ
、
Ｖ
、
Ｏ
、
Ｃ
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

大

王

欲

得
璧

、 

Ｓ
１ 

 

Ｖ
１ 

 

Ｏ
１ 

 

Ｖ 

Ｏ 

こ
こ
か
ら
、
大
王
が
「
何
か
」
を
欲
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。「
何
か
」
と
は
、「
得
璧
」
で
す
。「
得
璧
」

は
「
壁
を
得
る
こ
と
」。
つ
ま
り
、「
大
王
は
壁
を
得
る
こ
と

を
欲
し
て
い
る
」
の
で
す
。 

次
に
「
使
人
発
書
至
趙
王
」
の
Ｓ
、
Ｖ
、
Ｏ
、
Ｃ
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

使

人

発

書 

至
趙

王

。 

Ｖ
２ 

 
 
 
 

 

Ｏ
２ 

 

Ｓ
３ 

Ｖ
３ 

 
 

Ｏ
３ 

Ｖ
４ 

 

Ｃ
４ 

こ
れ
は
い
き
な
り
動
詞
「
使
」
な
の
で
主
語
が
必
要
で
す
。
も
ち
ろ

ん
「
人
（
使
者
）
に
～
さ
せ
る
」
の
は
「
大
王
」
で
す
。
し
た
が
っ

て
、「
大
王
が
～
を
さ
せ
た
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

そ
し
て
使
者
が
し
た
こ
と
と
は
、「
発
書
」
と
「
至
趙
王
」
で
す
。
こ

れ
を
、
大
王
が
命
じ
て
行
わ
せ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、「
大
王
が
使
者

に
、
手
紙
を
書
い
て
趙
王
の
も
と
に
寄
こ
さ
せ
た
」
の
で
す
。 

 

つ
ま
り
現
代
語
訳
は
、
「
大
王
は
宝
玉
を
手
に
入
れ
た
い
と
思
い
、
使
者
に
、
手
紙
を
書
い
て
趙
王
の
も
と
に

寄
こ
さ
せ
た
」
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
書
き
下
し
文
は
「
大
王
璧
を
得
ん
と
欲
し
、
人
を
し
て
書
を
発
し
趙
王
に
至
ら
し
む
。
」
と

な
り
ま
す
。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

【
Ａ
を
し
て
Ｂ
（
せ
）
し
む
】（
Ａ
に
Ｂ
さ
せ
る
） 


